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 ＳＡＤ ＧＯＨＡＮ



 ＫＵＪＩＢＩＫＩ ＬＩＦＥ





　ＳＵＧＯＲＯＫＵ　ＬＩＦＥ





トイレから帰ってきても双六が自分の番でないさみしさは




うつくしいおはぎになって眠りたい見せる誠意がお金のときに







トイレットペーパーからから回しいいんだよヘリコプターで迎えにきても




「皆様」に含まれている毎日の　全方向から開けにくいヨーグルト




街路樹を根こそぎ倒しまたもどす超能力にまだ目覚めない







不景気が生まれたときにすでにある　雨天中止になるあまやどり




クレジットカードに鋏を入れるたび少し傷つくひとでありたい




声優が死んでしまったキャラたちを逃がしてみたいプラネタリウム







望むのは世界のすべてどうしても監視カメラにうつる世界の




抵抗のはじまりとしてかなしみは第一楽章から冬でいい





　ＧＯＯＤ　ＧＯＨＡＮ





買いものをメモどおりにもできなくてきのうのあすはきょうなのかなあ




胸ぐらをつかみたいけどはじめから泡で出てくる石けんでした







お詫びしたあとお詫びするとうめいなドミノを並べつづけるように




晩ごはんのはずの朝ごはんのはずの昼ごはんのはずだったカレーよ




返信がおもいつかない　テレビではまたもやくみつるが冴えている







たまりゆく迷惑メールの件数を牛で数えてみれば牧場




罪人のように手首を近づけて名刺をわたすお金のために




宇宙人だなと会社でわらわれて夜ＵＦＯへ帰る　電車で







米のうえ動かぬ蠅と対峙して俺が宇宙の中心である




みそしるの具をちゃんと買う　真ん中は使わず作るビンゴのように





　ＣＲＡＺＹ　ＨＡＮＩＫＡＭＩ





あとでＣＧの妖精が入るから虚空にそうだよって叫んでも




さーて本気出しちゃいますよって感じでかけた眼鏡と免許更新







コール＆レスポンスでライブ音源と気づいたときの踊るしかない




明確に何人助かるのか示す募金のようなハイタッチ、しよう




生き急ぐのがおもしろい　まばたきが十回できるその三秒で







落ち込んだ？ではこの鳩を消せませんぼくに醤油を取っておくれよ




真夜の空を指したら星があることをきみの手柄になぜしないんだ




いつでもいいよと伝えるときはいつだって全人類を代表したい







あしたから晴れはしないし晴れてても傘をさしたい人だよきみが




目をあけて　箱の中身がなんであれきょうの晩ごはんはカレーです





　ＯＹＵ　ＰＯＷＥＲ





夢に出たあなたの腕を数えたら二本だったが数えたのだそれを




ねずみ講みたくあくびを押し売って買えなくなって寝てしまいたい







待ってるよ四つならんだ自販機のおしるこ率の高いところで




空耳のような罵倒が過ぎてゆき罵倒のような空耳だった




ジンライムあまく感じてかんたんな九九を間違えちゃうお年頃







ピースサインきみにしちゃってすまないがピースサインが先だったのだ




そこそこの中古バイクを買えている　さかなの食べ方がへたなまま




こわいのは末代まで祟られたときぼくに子どもが必要なこと







シャワー超よわくしたらさ　超よわいお湯でてくんの　穴ぜんぶから




行ったことないパチンコの妄想でもう勝った気になっちゃってるよ





　ＡＮＯＮＹＭＯＵＳ　ＷＡＴＡＫＵＳＨＩ





テロップの一行だけで名も知らぬ高校球児の春が終わった




小走りでイオンへ向かう夢を見てイオンへ向かう軽自動車で







駅前にじっとうつむくおねえさんは待つ人なのか待った人なのか




クッキーのように砕けるプライドよクッキーを叩き割ったことがない




古本を売るときに名を書かされることに戸惑うきもちはわかる







マクドナルドは大忙しで吉田さんと呼びかけたら吉田さんがいてほしい




公正にドアひらきますしまりますしめてます口いつひらきます




さっきまであった卵の売れているがらがらのスーパーマーケット







傘持ってる同盟ひそやかに結ぶ朝しか降らなかった夜の駅




このへんで毎日すれ違うひとの名を永遠に知らなくていい





　ＥＬＥＶＥＮ　ＺＡＮＮＥＮ





平服でお越しくださるわたくしの平服用の平服がない




両端を持った紐からすり抜ける指輪のように海へゆきたい







お困りはありませんかと問いかけてほんとにあったので困ります




きゅっきゅっとズボンにかするかばんのさ、でかすぎてさあ　入れすぎてたし




風俗嬢にたばこいいよって、ありがとうがまんしてたって、沼に帰りたい







さいしょはぐーじゃんけんぽんこつなぼくのいしがよわくてもうしわけない




おひさっていつ言えるかな離れるという字にじっとひそんでる凶




空くじはないって顔で夜が来て残念賞の夢ばかり引く







クレヨンのどうせ捨てちゃうとこの黄をください　星を　星を描きたい




無人駅だなと思って泣いてたらぼくがいたので笑ってしまう




洗顔を終えてはにかむわたくしのなんときれいなあきらめかたよ





　ＭＡＴＡＮＥ　ＬＯＯＰ





弁当に星に抜かれたにんじんの抜かれたほうがあってうれしい




日曜と非日常とで韻を踏む　平日は誠実に踏まれる







それはひどい面接なのに受かったら毎月二十万くれるらしい




凶ですよ　そのあと友はふかぶかと窒素を吸った　酸素も吸ってた




内臓をすべてわさびにとりかえてどうしようもないくらい泣きたい







罵ってしまった帰りお財布にお金のような千円がある




近道のこの木なんの木そういえばここをゆくときうつむくばかり




キャスターの回らんように押すそこが壊れたようなたのしいでした







童謡のようにやさしくねばりつく記憶　あい愛　お去るさんだよ




逆さまに落下してゆく風船をひろえるころにまた会いましょう





　ＨＥＬＬＯ　ＡＣＨＩＫＯＣＨＩ





五階から顔だけこんにちはしてるひとにおそらくついてる体




さわやかに「よいお年を」は交わされてだめなビンゴの紙が残った







ひとりだけ逆の電車で帰ること　あんドーナツに穴がないこと




あーぜんぶ十円だーって自販機のお釣りの音を集めて夜道




会えたから見落としていた「着いた」ってメールに今日があふれだす帰路







ガシャポンのダブりの犬にしかたなく俺の生着替えを見せている




引っ越しに連れていけない自転車ではじめてそこのコンビニへゆく




かぜぐすり買いに見上げりゃマツキヨの　マツモトキヨシ　立ち上がらねば







逆再生すればつぎつぎ花びらが木にもどってく動画になるが




だとすればそこの電信柱にも犬の遺骨をまけばよかった





　ＹＯＦＵＫＡＳＨＩ　ＭＡＧＮＥＴＩＣ





夕焼けを制御できないベランダにわたしの比喩としてだんご虫




手詰まりのちからで来たるしずけさに立ち向かうそれこそおせんべい







寛容を海にたとえてくるのなら　サメです　これはまあまあのサメ




たてものと駅のあいだの　あっ着いた　ぜったいにしてないテレポート




街灯のひとつだけおやすみしててあした通るときの分かれない







おやすみを告げたいひとが寝てるかもしれずそのしれなさ、こんにちは




競売にかけたわたしのくるしみを全財産かけても取りもどす




すまいるが出土しました　おそらくはあなた時代のすまいるでしょう







冷蔵庫かえてもそこで生きのびるくまのマグネットになるだろう




起きたときわすれてしまうよい夢のひとつひとつにはさまれる羽根





　ＳＡＤ　ＧＯＨＡＮ





探さないで俺のことなど　探さないで俺のiPhoneそのWi-Fiを




目薬が目からあふれてくるようで　そしたら涙だったんだなあ







不渡りを出すこともなく死ぬのだろう十円安いパンに飛びつく




どちらかといえばつばめっぽい鳥がつばめのような残像で去る




どうしても濁る擬音を受け入れてキャベツのおかわりが自由です







Ｃメロをおぼえていないカラオケのように気まずい二度目のごはん




方向転換するためだけに乗り入れるコンビニと思ってんだろう俺を




割りばしとふつうのはしを選ばせてくれたおいしくない定食屋







双子のように分かれてしまうおしっこの未来永劫交わらぬまま




鳩めっちゃ来そうだ　いまが夜じゃなくスパムメールがパンだったなら





　ＫＵＪＩＢＩＫＩ　ＬＩＦＥ





駅前であっとスマホをしまうのが春の再現ドラマのような




それが胸の高鳴りだから花札の藤を藤だと覚えなくては







パインゼリーの思いがけない炭酸にすでにきている夏のまたくる




図書館の静けさ誰がひとりごと同盟にいる仲間なのかな




初野球観戦らしき知らぬひとのそんな日焼けをしてみたかった







バスがゆく　三原則の一角をあなたで埋めてゆく　バスがくる




枝豆のどっちかわからんほど酔って、笑われても口には持っていく




大人になったら開けていい箱の包装の影のいつまででも蝶結び







頃合いのジェンガのように日没の鬼ごっこが崩れてハグになる




スクラッチ削って予想通りだとうれしい違うともっとうれしい
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